若手研究１
若手研究３
【１　研究目的、研究方法など（つづき）】

１　研究目的、研究方法など
本研究計画調書は「小区分」の審査区分で審査されます。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価に関する規程」（公募要領１０９頁参照）を参考にすること。
本欄には、本研究の目的と方法などについて、３頁以内で記述すること。
冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)本研究の目的および学術的独自性と創造性、(3)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、について具体的かつ明確に記述すること。
（概要）
　1．○○○は○○○である。しかし、2．○○○の○○○は○○○であることから、3．○○○という問題があり、これによって4．○○○の○○○は未だ明らかになっていない。申請者はこれまでに、5．○○○を○○○することで、○○○を明らかにしてきた。さらに、6．○○○が○○○であることから、申請者は、7．○○○を○○○することで、○○○における○○○を明らかにできるのではないかと考えた。そこで本研究では、8．○○○を○○○することで、○○○を○○○することを目的とする。これにより、9．○○○の○○○が○○○され、10．○○○に○○○することが期待される。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
（本文）
本研究の学術的背景と研究課題の核心をなす学術的「問い」
　11．○○○は○○○である。12．○○○は○○○であるため、○○○に重要である。しかし、13．○○○は○○○であるため、これまで14．○○○を○○○することは困難であった。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。そのため、15．○○○は○○○の律速となっている。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
最近になって、16．○○○の○○○については、○○○や○○○など、いくつか報告されているが、17．○○○については依然として不十分であった。申請者らは、18．○○○を○○○し、○○○を○○○した（図1）。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。その結果、
· 20．○○○は○○○であること、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
· 21．○○○は○○○を介して○○○に関わっていること、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
· 22．○○○は○○○であること、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
を明らかにした。

これらの結果は、23．○○○が○○○であることを強く示唆するものであった。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。そこで申請者は「24．○○○は、○○○であるのか」を本研究の学術的な「問い」として設定した。25．具体的には以下の3点について明らかにする。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
（１）研究計画１
これまで、26．○○○は○○○であった。そこで、27．○○○における○○○の○○○を明らかにする。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（２）研究計画２
28．○○○を○○○して○○○する。さらに、29．○○○について○○○を○○○する。これによって、30．○○○が○○○であることを示す。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（３）研究計画３
31．○○○は○○○であり、○○○である。申請者は、32．○○○の○○○を○○○し、○○○を○○○する。さらに、33．○○○についても○○○する。○○○○○○○○○○○○○○○○○
本研究の目的および本研究の目的および学術的独自性と創造性
こうした学術的「問い」に答えるため、本研究は、34．○○○を○○○することで○○○を○○○することを目的とする（図２）。本研究は、申請者のこれまでの研究成果に基づき、36．○○○における○○○を○○○の観点から捉えようとする点で非常に独創的である。申請者は37．○○○に関してすでに○○○といった成果を上げており、また、38．○○○についても○○○を可能とする○○○を有している。39．○○○を行う上でもこうした○○○は欠かせないことから、本研究は世界にさきがけて40．○○○を明らかにするものである。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
41．○○○は○○○であることから、42．○○○を○○○することは○○○にとって非常に重要である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。43．また、○○○は○○○や○○○にも応用できると期待される。○○○○○○○○○○○○○○○○○○。そのため、本研究で44．○○○を明らかにすることで、○○○を○○○する足がかりになると期待される。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。

本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか
45．新元号元年-新元号二年前半までの計画
46．（１－１）○○○の解析
47．○○○について、○○○を行う。これにより、48．○○○が○○○であることを明らかにする。また、仮に49．○○○が○○○であった場合は、○○○や○○○についても試す。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
50．（１－２）○○○を用いた○○○の定量
51．○○○を○○○し、○○○する（図３）。53．○○○の後、○○○および○○○、○○○について○○○や○○○を用いて○○○を○○○する。これらの結果から、54．○○○における○○○を明らかにする。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（２－１）○○○における○○○の役割の解明
55．○○○について、○○○を行う。これにより、56．○○○が○○○であることを明らかにする。また、仮に57．○○○が○○○であった場合は、○○○や○○○についても試す。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
58．新元号二年後半以降の計画
（２－２）○○○を用いた○○○の定量
○○○を○○○し○○○する。○○○の後、○○○および○○○、○○○について○○○や○○○を用いて○○○を○○○する。これらの結果から、○○○における○○○を明らかにする。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（３－１）○○○を用いた○○○の定量
○○○を○○○し○○○する。○○○の後、○○○および○○○、○○○について○○○や○○○を用いて○○○を○○○する。これらの結果から、○○○における○○○を明らかにする。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
（３－2）○○○を用いた○○○の定量
○○○を○○○し○○○する。○○○の後、○○○および○○○、○○○について○○○や○○○を用いて○○○を○○○する。これらの結果から、○○○における○○○を明らかにする。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
２　本研究の着想に至った経緯など
本欄には、 (1)本研究の着想に至った経緯と準備状況、 (2)関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、について１頁以内で記述すること。
研究の着想に至った経緯と準備状況
申請者らはこれまでの研究から、59．○○○が○○○であることを明らかにしている。このことは、60．○○○は○○○であることを示唆しており、実際、61．○○○においても同様の現象が示されつつある。さらに、62．○○○は○○○であることも、こうした考えを支持するものである。こうしたことから、申請者は63．○○○を○○○することで、○○○における○○○を明らかにできると考え、本研究計画を立案した。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
申請者はすでに一部についてはすでに研究に着手しており、予備的な結果ながら、64．○○○が○○○であることを見出している。このことは、申請者の予想が概ね正しいことを示すものである。65．○○○については、○○○％ほどのサンプルを収集済みであり、研究開始時期までには○○○程度が集まる見込みである。また、66．○○○に必要な○○○や○○○については、すでに所属研究機関に設置されており、速やかに研究に取り掛かることが可能である。67．○○○についてはすでに共同研究者との打ち合わせを○○○回行っており、○○○を○○○することに全く問題はない。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
関連する国内外の動向と、本研究の位置付け
これまで68．○○○については○○○や○○○といった方法で○○○を明らかにしようとする研究が主流であった。これにより、69．○○○については理解が飛躍的に進み、○○○や○○○といった重要な結果が得られている。また、別のアプローチとして、70．○○○を用いた○○○についてもいくつかの報告があり、○○○が示されている。しかし、71．○○○を○○○の側面から明らかにしようとする試みは、ほとんどなされてこなかった。これは、72．○○○が○○○であることや、○○○であることが理由だと考えられた。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
これに対して、本研究は73．○○○によって○○○を可能にし、○○○を明らかにすることを目指すものである。これによって、74．○○○と○○○の関係をより明快となり、○○○における○○○の理解がより一層進むと期待される。さらに、75．○○○を明らかにすることで、○○○や○○○などの分野に対しても○○○に関する重要な知見を提供することが可能となる。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
３　応募者の研究遂行能力及び研究環境
本欄には応募者の研究計画の実行可能性を示すため、(1)これまでの研究活動、(2)研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）について２頁以内で記述すること。
「(1)これまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めてもよい。
これまでの研究活動
76．2018年4月―現在に至る　助教・○○○大学 ○○○研究科
77．「○○○を用いた○○○の開発」
78．○○○は○○○である。79．○○○の○○○は○○○という点で○○○であった。申請者は80．○○○を○○○することで、○○○を明らかにすることに取り組んでいる。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
81．これらの成果の一部はすでに査読付き国際誌に掲載されると共に、○○○学会○○○賞を受賞した。さらに、本研究課題を着想する基盤となった82．○○○については論文投稿中である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
2016年4月―2018年3月　日本学術振興会 特別研究員（PD）・○○○大学 ○○○研究科
「○○○を用いた○○○の開発」
83．○○○の○○○研究に博士研究員として従事した。84．○○○の○○○は○○○という点で○○○であった。申請者は85．○○○を○○○することで、○○○を明らかにすることを目的に○○○を行った。その結果、86．○○○は○○○であることを明らかにした。また、87．○○○と○○○が○○○であることを見出した。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
これらの成果は査読付き国際誌に掲載されると共に、○○○学会○○○賞を受賞した。
2013年4月―2016年3月　博士後期課程・○○○大学 ○○○研究科
「○○○を用いた○○○の開発」
88．申請者は○○○大の○○○教授の下で○○○における○○○の解析に取り組んだ。それまで89．○○○は○○○であったが、申請者は90．○○○と○○○によって○○○を乗り越え、○○○を明らかにすることに成功した。これにより、91．○○○が○○○であることを世界で初めて発見した。こうした結果は、92．○○○の○○○への○○○道筋をつけると期待された。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
研究成果は査読付き国際誌に掲載されると共に、○○○学会○○○賞を受賞した。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
研究環境（研究遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）
　本研究の遂行に必要な93．○○○および○○○、○○○は所属機関の共通機器として利用可能である。94．○○○するための装置については新規に取得する必要があるが、設置場所や電源の規格等の検討はすでに終えている。さらに、95．○○○については○○○大の○○○博士との共同研究を予定しており、すでに研究計画について綿密な打ち合わせを行っている。申請者は他に、96．○○○の研究に従事しているが、本研究に係るエフォートは十分に確保しており、この範囲内で本研究の遂行は十分に可能である。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
研究業績
(1) 学術雑誌等（紀要・論文集等も含む）に発表した論文、著書
1. Kakenhi C., Xxxx X., Yyyy Y. How to Write a Winning Grant Proposal. Kakenhi Com. 12, 456-458 (2019). 査読あり

2. Kakenhi C., Xxxx X., Xxxx X., Xxxx X., Yyyy Y. How to Write a Winning Grant Proposal. Kakenhi Com. 12, 456-458 (2019). 査読なし
3. Xxxx X.*, Kakenhi C.*, Xxxx X., Xxxx X., Yyyy How to Write a Winning Grant Proposal. Kakenhi Com. 12, 456-458 (2019). 査読あり　* These authors contributed equally

4. Kakenhi C, Xxxx X, Xxxx X, Xxxx X, Xxxx X, (3名省略). How to Write a Winning Grant Proposal. Kakenhi Com. 12, 456-458 (2019). 査読あり
(2) 学術雑誌等又は商業誌における解説、総説
　なし
(3) 国際会議における発表
5. ○Kakenhi C., Xxxx X., Yyyy Y. How to Write a Winning Grant Proposal. Kakenhi Congress. New Orleans, Louisiana, USA. October 2018.

6. ○科研費コム 申請書作成におけるそこそこテンプレートの重要性 〇〇〇学会、東京、2017年4月
(4) 学術雑誌等又は商業誌における解説、総説
　なし
(5) 特許等
　なし
(6) その他（受賞歴）
7. Young Investigator Award, Kakenhi Congress. New Orleans, Louisiana, USA. October 2018.
8. ベストポスター賞・第34回日本〇〇〇学会、鹿児島、2016年3月
研究遂行能力を示すものは論文や受賞歴とは限りません。書けるものは何でも書きましょう。以下に示すようなものも良いかもしれません。ただし優先順位は（1）－（6）の方が上です。

・プレスリリース
・メディアでの紹介、メディアへの出演
・招待講演
・アウトリーチ活動

・シンポジウム、ワークショップ等の企画

４　人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照）
本欄には、本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）等に基づく手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、１頁以内で記述すること。
個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む）、提供を受けた試料の使用、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。
該当しない場合には、その旨記述すること。
様式Ｓ－２１ 研究計画調書（添付ファイル項目）





19．図１


これまでの研究成果がわかるような模式図等





35．図2


本研究の目的がわかるような図





52．図３


研究計画1－2の概要








